
献
口
王
の
こ
と
ば

高
橋
弘
先
生
は
、
平
成
一
九
年
三
月
末
日
を
も
っ
て
定
年
退
職
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
昭
和
四
六
年
八
月
、
広
島
大
学
政
経
学
部
に
着

任
さ
れ
て
以
来
、
高
橋
先
生
は
実
に
三
五
年
余
り
に
わ
た
り
、
本
学
の
た
め
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

高
橋
先
生
は
、
主
と
し
て
民
法
、
消
費
者
法
の
教
育
・
研
究
に
従
事
さ
れ
、
多
大
な
業
績
を
残
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
教
育
面
で
は
、
長

年
、
民
法
総
則
を
担
当
さ
れ
、
新
入
生
を
法
律
学
の
世
界
へ
と
い
ざ
な
う
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
こ
ら
れ
、
学
部
・
大
学
院
に
お
い
て
多

数
の
優
秀
な
人
材
を
世
に
送
り
出
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
研
究
面
で
は
、
民
法
、
約
款
法
、
消
費
者
法
等
の
領
域
で
多
く
の
優
れ

た
業
績
を
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
で
も
特
に
約
款
法
に
関
す
る
研
究
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
高
橋
先
生
は
、
評
議
員
、
法
学
部
長
、
大
学
院
社
会
科
学
研
究
科
長
と
次
々
と
要
職
を
務
め
ら
れ
、
学
部
な
ら
び
に
大

学
院
の
発
展
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
平
成
一
九
年
一
月
よ
り
、
学
長
補
佐
（
危
機
管
理
担
当
）
　
と
し
て
、
ま
た
同
年
七

月
か
ら
は
副
理
事
（
法
務
担
当
）
　
と
し
て
、
今
な
お
広
島
大
学
の
運
営
の
た
め
に
大
い
に
活
躍
さ
れ
て
お
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

高
橋
先
生
の
社
会
貢
献
活
動
も
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
ら
れ
、
こ
の
よ
う
な
永
年
に
わ
た
る
先
生
の
多
種
多
様
な
ご
功
績
に
感
謝
の
意
を
表

し
て
、
こ
こ
に
こ
の
退
職
記
念
号
を
献
呈
さ
せ
て
い
た
だ
く
次
第
で
す
。

最
後
に
、
何
よ
り
も
先
生
の
ご
健
康
を
、
そ
し
て
、
今
後
の
益
々
の
ご
発
展
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

広
島
大
学
法
学
会
会
長
　
西
　
村
　
裕
　
三

平
成
二
〇
年
一
月
吉
日




